
①農業生産工程管理（ＧＡＰ）の認証取得
　・ 「金色の風」栽培研究会のメンバーが、ＡＳＩＡＧＡＰと岩手県版ＧＡＰの認証を取得
 ⇒ 安全・安心な「いわて平泉米」の生産と付加価値を高めた販売が可能に

②夏川カントリーエレベーターが完成
　・コメ卸からも要望の強いフレコン出荷の拡大
 ⇒ 荷受時間の短縮も図られ、刈り取り作業の迅速化に貢献するとともに、ＪＡいわて平泉米の販売力強化が図られます
　　
今後の展開

 ◇あぜみち相談会等による高品質・良食味米生産に向けた栽培管理の徹底を図ります
 ◇園芸ハウス設置を積極的に進め、園芸品目の販売数量と販売金額の拡大を図ります
 ◇黄金の郷づくり推進対策事業や各種補助事業を積極的に活用し、生産性の高い畜産経営体の育成を図ります

　
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
は
「
農
家
組
合
員
の
所
得
増
大
・

農
業
生
産
の
拡
大
」「
地
域
の
活
性
化
」「
結
び
つ
き

の
強
化
」
を
基
本
目
標
に
自
己
改
革
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
Ｊ
Ａ
の
自
己
改
革
に
つ
い
て
再
確
認
し
着

実
に
実
践
し
、
基
本
目
標
へ
の
さ
ら
な
る
挑
戦
と
達

成
に
向
け
組
合
員
・
地
域
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
歩
ん

で
い
き
ま
す
。

　
本
特
集
で
は
、
次
の
ス
テ
ー
ジ
へ
と
向
か
う
た

め
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
と
成
果
の
一
部
を
振

り
返
り
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
い
わ
て
平
泉
は
協
同
組
合
精
神
の
も
と
、
営
農
指
導

は
も
と
よ
り
販
売
、
購
買
、
信
用
、
共
済
な
ど
総
合
的
な
事

業
へ
の
取
り
組
み
で
、
農
家
組
合
員
と
そ
の
家
族
、
地
域
に

暮
ら
す
人
々
と
「
食
」
と
「
農
」
を
基
軸
と
し
た
活
動
を
通

じ
て
歩
み
を
共
に
し
て
き
ま
し
た
。

　

合
併
５
年
目
と
な
る
平
成
30
年
度
は
、
第
二
次
中
期
経
営

計
画
（
３
カ
年
計
画
）
の
２
年
目
で
あ
り
、
最
重
点
施
策
と

し
て
掲
げ
た
「
農
家
組
合
員
の
所
得
増
大
と
生
産
拡
大
」
の

実
現
に
向
け
、「
黄
金
の
郷
づ
く
り
推
進
対
策
事
業
」
を
中

心
に
地
域
農
業
の
振
興
に
向
け
た
事
業
の
積
極
的
な
展
開

と
、
生
産
資
材
に
お
け
る
コ
ス
ト
低
減
に
向
け
た
水
稲
農
薬

の
価
格
対
策
に
引
き
続
き
取
り
組
む
な
ど
、
各
種
事
業
を
展

開
し
て
き
ま
し
た
。

　

平
成
31
年
度
は
中
期
経
営
計
画
の
最
終
年
度
を
迎
え
ま

す
。
Ｊ
Ａ
の
強
み
で
あ
る
総
合
事
業
を
生
か
し
、
引
き
続

き
各
種
事
業
を
展
開
し
な
が
ら
自
己
改
革
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

特集
１

ＪＡいわて平泉の自己改革へのさらなる挑戦
～組合員とともに食と農を通じた豊かな地域社会を築く～

１．農業　　農家組合員の所得増大と農業生産の拡大
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３．経営　　組合員に評価される組合経営

２．くらし　　地域の活性化と結びつきの強化
①学校農園・学習田への支援
　・希望するＪＡ管内の小学校に対し無償で野菜苗の提供を行い、ＪＡ女性部やＪＡ青年部が中心となり、栽培指 
 導や水田学習の支援を実施
 ⇒ 地域農業への興味や関心を持つきっかけづくりと、将来のＪＡや地域農業の応援団を育成しています

②地産地消の拡大
　・ＪＡ管内の農畜産物を学校給食へ提供（平成３０年度より地産地消課を新設）
 ⇒ 地元食材への認知度向上を図っています

③地域の生活インフラの一翼を担う
　・地域利用者への一層の貢献・関係強化への取り組み
 ⇒ 支店窓口などで農畜産物をプレゼントする企画を通じ、組合員や利用者との関係性の強化を図っています
　・出向く活動の充実を図るため「声を聞く活動」を展開
 ⇒ 担い手サポート情報などの提供と提案で、経営計画の策定に一役。農業経営向上の支援をしています
　　
今後の展開

 ◇ＪＡ女性部とＪＡ青年部を中心とした食農教育や体験学習への積極的な支援を図ります
 ◇組合員や利用者ニーズに即した事業展開で、しっかりと農業を支える農業メインバンク機能の発揮と、生活メイ
 　ンバンク機能の充実・強化を図ります
 ◇土・日・祝日も対応する中央相談センター（各種ローン相談、賃貸アパート、旅行など）を開設し、利便性の向上 
　　　に努めます

①指導部門の一元化
　・２カ所に分かれていた営農部、畜産部を平成３０年５月に川崎の営農振興センターに集約
 ⇒ 指導事業の機能・体制の強化が図られ、販売目標達成に貢献

②組合員の声を聞く活動
　・組合員の意見や要望をＪＡ事業に反映させるため、組合員座談会や地区運営委員会などを実施
 ⇒ ＪＡ事業へ参画し、より良いＪＡづくりにつなげています
　　
今後の展開

 ◇支店を平成３１年 6月に再編し経営基盤の強化を図ります
 ◇地区・総合運営委員会、春季組合員座談会を開催し、支店再編後の空き支店の利活用等について検討を行います
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　ＪＡいわて平泉は、指導事業、経済・販売事業、
信用事業、共済事業、厚生事業、その他事業と、
皆さまの営農やくらしのあらゆる面に役立ててい
ただけるよう「総合事業」を行い、豊かな暮らし
を応援しています。

　ＪＡ管内で生産された農畜産物は、市場へ出
荷されます。その他、ＪＡファーマーズいわて平
泉の直売所で購入できるほか、学校給食にも食
材を提供しています。地域農業の発展は、地元
で採れた新鮮で安全・安心な農畜産物を皆さま
の食卓に届けることにつながります。

　ＪＡは、管内の幼稚園や小中学校を対象にし
た食農教育に力を入れています。普段食べてい
る食べ物がどのように生産されているのか、見て
触れて体験し味わうことで興味や関心へつなが
り、将来の地域農業の応援団の育成へとつなが
ります。

　正・准組合員、地域の皆さまが事業を利用す
ることで得られた利益は、地域農業の発展のた
めに使わせていただいています。皆さまがＪＡ事
業を利用することは地域農業の振興につながり、
食と農を通じて皆さまの生活を豊かにすることで
還元されていきます。

１．総合事業で組合員や地域の豊かな暮らしを応援

３．安全・安心な農畜産物の提供

４．見て触れて体験し、地域農業を応援

２．地域農業への投資

総合事業だからできる地域応援

ＪＡいわて平泉の自己改革へのさらなる挑戦
～組合員とともに食と農を通じた豊かな地域社会を築く～
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